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1. 序論
<問題>
⾆がん摘出⼿術を施したことによって⾆を失い，発声

はできるが思い通りに⾔葉が発声できずコミュニケー
ションに難がある患者さんが存在する。

<現状>
このような問題に対して，発声時脳波による⾔葉の推

測の研究が適応できると考えられる．しかし，脳波計は
時間的なコストやノイズを拾いやすく，実⽤化が難しい
と考えられる．

<解決>
そこで本研究では，加速度センサを⽤いて取得した声

帯振動によって，⾔葉の識別・推定を⾏った．

6. 今後の課題
l 脳波を加えた識別精度の改善
⼦⾳発声時の脳波による特徴量を統合することによって識別精
度を向上させる

l 加速度センサにおける地声 裏声の判別の可否検証
喉頭の接触程度を 電流によって測定する
EGG(Electroglottography) [6]では， ⺟⾳識別は 検証されてい
ない.

3. 前処理
搭乗者が安⼼安全と感じられる

⾃動運転システムを実現

3. 前処理
<単⾳ごとの分割>
l 0.3 秒間の振動信号を，各⺟⾳から切り取った. 

<スペクトル解析>
l 各信号に対して，スペクトル解析を⾏った. 

<特徴量の決定>
l スペクトル解析された各信号
に⾒られる第⼀⾼調波と第
⼆⾼調波を識別に⽤いる特徴量
とした

2. 測定⽅法
<データ取得>
l 加速度センサ(TSND121)を⽤いて，被験者が単⾳を発声して

いる時に収録した．

<実験⼿順>
l 実験で発声する内容は，⺟⾳「あいうえお」(/a/, /i

/, /ɯ/, /e/, /o/)を⽤いた
l 各⺟⾳の発 声の⾳⾼さが揃うように，各⺟⾳の発声

前に⽬安となる複 合⾳を被験者に聴いてもらった上
で収録を⾏った.

l こ れを 10 回繰り返した. 
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4. 識別⽅法
<特徴空間マッピング>

l 得られた合計50サンプルのデータを⽤いて，「あ」
とそれ以外の⺟⾳を特徴空間で⽐較した．

l 各⺟⾳の第⼀⾼調波と第⼆⾼調波に正解ラベル
(1:あ，2:い，3:う，4:え，5:お)を割り当てた. 

<識別モデル>
l ⼊⼒パターンに対するマージ ン最⼤化によって線形

識別を⾏うSVM(Support Vector Machine)を⽤いた

5. 結果
l 識別精度の検証には MATLAB2020aのアプリケー

ション「分類学習器」の5分割 交差法を⽤いた. 

あ /a/ い /i/ う /ɯ/ え /e/ お /o/


